
特定非営利活動法人エンパワメントアフロッキー２０２２年度活動報告 

  

〈ごあいさつ〉 

暴力のない社会・ジェンダー平等社会の実現をめざして、2020 年 4 月に NPO法人エンパワメント

アフロッキーを設立しました。皆様の温かいご理解とご協力のおかげで３周年を迎えることができま

した。２２年度は、行政、学校、関係団体等との連携も広がって、山梨県内 3088 人（累計 7692 人）

の子どもやおとなにデートＤＶ予防講座等を提供しました。また、ジェンダートークの会や講演会、

実践セミナーの開催などのジェンダー平等推進事業や人権啓発事業を、若者はじめ広い世代とともに

行っています。 

これからも「あなたはたいせつなひと」という私たちのメッセージを届けていきたいと思います。

ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。               （代表理事 望月理子） 

 

22 年度は、デートＤＶ予防講座等を３２回、子ども・おとな３０８８人に届けました 
 

〈デートＤＶ予防事業〉 
・デート DV 予防講座等を、山梨県内の小学生６人、中学生５８６人、高校生１８５２人、大学生１０人、教職

員４１３人、一般２２１人の計３０８８人に提供しました。 

・自作の「デート DV ってなに？」のリーフレットを県内の中学生約 6300人に贈呈しました。 

〈ジェンダー平等推進事業〉 
・「10代のデジタル性暴力の実態と課題」をテーマに NPO法人 PAPSから講師を招き講演会を開きました。 

・若年層への性暴力防止と包括的性教育推進の要望書を知事、県教育長、県男女共同参画・共生社会推進

統括官に提出しました。 

〈人権啓発事業〉 
・「EK版生命の安全講座実践セミナー」をエンパワメントかながわから講師を招いて開催しました。 

・「ジェンダートークの会」を９回開き、最新の情報の共有とわかち合いトークをしました。 

・「性暴力の根絶に向けてー山梨の被害者支援の実態と課題」をテーマに「世界性の健康デーin 山梨」のシン

ポジウムを開きました。 

・国際女性デーによせてのスタンディングと「リプロダクティブヘルス＆ライツを私たちの手に」をテーマにした

講演会を県立大学名誉教授伏見正江さんを講師に招いて開催しました。 

・性に関する絵本や DVD視聴をもとにした読書会を開きました。 

 

＊韮崎市まちづくり活動補助金、山梨ともしび基金、山梨県男女共同参画団体活動促進事業費補助金をい

ただきました。 

 

〈デートＤＶ予防講座を受講した子どもたちの声〉 
・すべての人が暴力を受けずに生きていく権利があるのだと思った。 

・今まで人にあわせるのは必要だとずっと思いこんでいたけれど、全然そんなことはなくて、自分は

自分で人にあわせなくてもよいということがわかったのでよかった。 

・対等な人間関係を日々の生活のなかでも意識して互いの気持ちを尊重し合える関係を築いていきた

い。 

                  連絡先 

                                                特定非営利活動法人エンパワメントアフロッキー 

 ℡ ０９０－９０１１－４３７３ 

Mail info@empowerment4yamanashi.org   
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